家庭礼拝　2011年4月20日　コリント第Ⅰ　11章
　賛美歌300　十字架のもとに　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　賛美歌474　わが身の望みは
起
10章での、コリントの人々の信仰の高ぶりとは、自分たちは救われているのだ。自分たちは自由なのだ。何をしてもよいのだ。自分たちは救われているのだから、もう大丈夫だ、安心だ。と思ってしまうことでした。ですが、パウロはこのような信仰にたいして、立っていると思うものは倒れないように気をつけるがよい、と警告しました。そして、私たちが例え、信仰によって救われ、自由になったとしても、愛によっていつも他の人を省みることを忘れず、そのためには自由をも制限し、すべてのことを神の栄光のためにするということを目指していかなければならないことを教えてくれました。

　今日の11章では、具体的な教会生活について、教会の秩序について語られています。この冒頭には、私がキリストに倣う者であるように、あなた方も私に倣うものとなりなさいと書いてあります。パウロが有言実行の自信に満ちた人であったから、言えたのでしょうか？どうして、私に倣う者ではなく、謙遜に、キリストに倣うものとなりなさいとは言わなかったのでしょうか。それは、パウロが、強い人だから、自分に倣いなさいと言ったのではなく、むしろ弱い人だから、その中で、神の憐れみをどんなに求めて生きているか、また、罪びとだから、イエスキリストの許しなしには生きていけないから、そして、このようなものであっても神は生かしてくださり愛してくださっていると信じているから、私に倣うものとなりなさいと言っているのです。私たちは、みな弱く、罪びとだから、みな同じだから、そのようなものとして神の憐れみによって生きている、私に倣いなさい、と言っているわけです。そしてこの考えが、パウロの教会生活のあり方にも色濃く反映されてきます。
承

　パウロは、相手を説得するときに、いきなり説得するのではなくて、まず相手のいいところをほめたり、自分のいけなかったことを謝ったり、相手の好意に感謝したりしてから説得に移る場面がよくあります。
今日の箇所では、まずコリントの人々をほめます。２節です。

１コリ 11:2　あなたがたが、何かにつけわたしを思い出し、わたしがあなたがたに伝えたとおりに、伝えられた教えを守っているのは、立派だと思います。

　このように、パウロは、コリント教会の人々が、パウロが伝えた教えを守っているのは立派だと思いますと褒めました。
そして本題の、女性は覆いをかけずに、集会に出席してよいか、と言うことが語られます。このことを裏返せば、クリスチャンはもう救われたのだから、覆いをかけずに、自由に振舞ってもよいのだ、と言う考え方が、コリントの教会にあったことを思われます。今まで話されてきた、救われたのだから偶像にささげた肉を食べてもいいのだという考え方と共通のことが女性の被り物に関しても起こったわけです。ここでもその自由が問題となりました。
　この当時の女性の付ける覆い、すなわちベールは、目だけを開けて、頭から足の先まですっぽりと覆い隠すベールでした。これは中東では、つい最近まで行われていたことです。このベールをつけることは常に服従のしるしでした。そしてまた、女性自身の権威と尊厳とを守るものでもありました。女性が外出するとき、ベールを着用することは、素性を知られることなく歩き回れる、一番安全な方法でした。
　ここで、パウロは本題の話を切り出し、大前提をまず、相互に確認します。3節です。
１コリ 11:3　ここであなたがたに知っておいてほしいのは、すべての男の頭はキリスト、女の頭は男、そしてキリストの頭は神であるということです。

パウロは権威あるものの順番があることを確認しています。これを知ってほしいと言って、女の頭は男、男の頭はキリスト、キリストの頭は神という権威の序列が厳然とあることを確認してから、本題に入るわけです。これは今の私たちからすると多少異論のあるところではありますが、当時の社会としては、これが現実であったわけです。そしてこういいます。４節から６節です。

１コリ 11:4　男はだれでも祈ったり、預言したりする際に、頭に物をかぶるなら、自分の頭を侮辱することになります。

１コリ 11:5　女はだれでも祈ったり、預言したりする際に、頭に物をかぶらないなら、その頭を侮辱することになります。それは、髪の毛をそり落としたのと同じだからです。

１コリ 11:6　女が頭に物をかぶらないなら、髪の毛を切ってしまいなさい。女にとって髪の毛を切ったり、そり落としたりするのが恥ずかしいことなら、頭に物をかぶるべきです。
これは、私たちにはちょっと理解に苦しむ表現です。男のかぶり物がどうして自分の頭を侮辱するものであり、女がかぶり物をしないことが、どうしてその頭を侮辱することになるのかちょっとわかりにくいところがあります。たぶん、男がかぶり物をするとは、男が女のような格好をすることであり、女がかぶり物をしないというのは、女が男のように振舞うことになるのだと思います。

パウロはその理由を7節から9節で次のように述べています。
１コリ 11:7　男は神の姿と栄光を映す者ですから、頭に物をかぶるべきではありません。しかし、女は男の栄光を映す者です。

１コリ 11:8　というのは、男が女から出て来たのではなく、女が男から出て来たのだし、

１コリ 11:9　男が女のために造られたのではなく、女が男のために造られたのだからです。
これを解釈すればこういうことになるかと思います。最初に言いましたように、かぶり物とは服従を表します。男は神の姿と栄光をあらわすものなので、服従を表すかぶり物をすべきではないということになります。一方、女は男のために、男から出てきたのだから女は男の栄光を映すものとして、その服従のかぶり物をつけるべきだという考えになります。現代の人々から見れば、一方的な男尊女卑とも受け取られかねない考え方ですが、当時としては、これが社会の秩序を守り、神の前に正しい考え方とされたわけです。
　パウロは、このような女性の従属性を説いた後で、男と女の本質的平等性を説いています。それは主においては男なしに女はなく、女なしに男はないということです。そしてそれは、すべてのものが神から出ているという平等性なのです。それは相互に依存していると言う平等性なのです。

11節と12節では、こう言っています。
１コリ 11:11　いずれにせよ、主においては、男なしに女はなく、女なしに男はありません。

１コリ 11:12　それは女が男から出たように、男も女から生まれ、また、すべてのものが神から出ているからです。

パウロは、最終的には自分で判断しなさいといいました。何が神の前にふさわしいのかをその時代の伝統的な考え方にふさわしく行いなさいといいました。男と女は神様の前には平等であるが、男は男らしく、女は女らしくしなさいと言うことになるのかもしれません。今までのパウロの考え方からすれば、たとえ女がかぶり物をしない自由であったとしても、他の人々を躓かせないように、愛に基づいて行動しなさいといえるのではないでしょうか。それが、神様に喜ばれる判断ということになるかもしれません。
転

次の大切なことは、主の晩餐についての考え方でした。ここでは、日常的な衣食住の具体的なことの中の先ほどの衣とこの晩餐の食について語られているということになります。原始キリスト教時代のクリスチャンたちはみんな、それぞれの懐に応じて食料を持ち寄り、それを全部一緒にしてから分け合って食べました。それはクリスチャンの本当の交わりを生み出し、また、育てるのに役立ちました。

　ところがコリントでは、分かち合うという精神が失われていました。金持ちはご馳走を分け合うことをせず、金持ち同士が集まって大急ぎで食べてしまい、貧乏人は、ほとんど食べるものもなく空き腹を抱えているという始末でした。このような愛餐会は週に一度行われていました。奴隷や貧しい人々にとって、この愛餐会だけが、きちんとした食事のできる機会でした。コリントの愛餐会はむしろ富める者と貧しいものの間に憎しみを呼び起こしていたかもしれませんでした。
そこで、パウロは、この主の晩餐に関して次のように、厳しく指摘しました。17節です
１コリ 11:17　次のことを指示するにあたって、わたしはあなたがたをほめるわけにはいきません。あなたがたの集まりが、良い結果よりは、むしろ悪い結果を招いているからです。

パウロは、主の晩餐が、分かち合いにより主の下にある愛の喜びを感じるどころか、分かち与えない憎しみにより、分裂を引き起こそうとしていることを指摘したのです。パウロは、コリント教会に仲間割れがあることは承知していたし、ある意味でやむを得ないとしていました。それは誰が適格者かを知るためにはやむをえないとしていたのです。ですが、主の晩餐においてはそうではいけない。そのときに仲間割れをしていたら、それは主の晩餐ではない。仲間割れをしたまま主の晩餐をするくらいなら、それぞれ自分の家で食べてきなさいといっているのです。
そして、パウロは主の晩餐の意味を説きました。23節から29節です。これは聖餐式のときに、式辞として述べられている大切な言葉なので、何度も聴いていると思います。ここでひとつ注意しておきたいことは、このコリント書は4福音書よりも古い書簡であるということです。そしてここに、イエスキリストの言葉が初めて引用されているのです。即ち、イエス様の言葉が文字となった最初のものといえるのです。そのことをも思い起こしながら、当時の人々がこの初めてのイエス様の言葉にどのように反応したかを思いつつ、この箇所を読んで見ます。
１コリ 11:23　わたしがあなたがたに伝えたことは、わたし自身、主から受けたものです。すなわち、主イエスは、引き渡される夜、パンを取り、

１コリ 11:24　感謝の祈りをささげてそれを裂き、「これは、あなたがたのためのわたしの体である。わたしの記念としてこのように行いなさい」と言われました。

１コリ 11:25　また、食事の後で、杯も同じようにして、「この杯は、わたしの血によって立てられる新しい契約である。飲む度に、わたしの記念としてこのように行いなさい」と言われました。

１コリ 11:26　だから、あなたがたは、このパンを食べこの杯を飲むごとに、主が来られるときまで、主の死を告げ知らせるのです。
１コリ 11:27　従って、ふさわしくないままで主のパンを食べたり、その杯を飲んだりする者は、主の体と血に対して罪を犯すことになります。

１コリ 11:28　だれでも、自分をよく確かめたうえで、そのパンを食べ、その杯から飲むべきです。
１コリ 11:29　主の体のことをわきまえずに飲み食いする者は、自分自身に対する裁きを飲み食いしているのです。
この言葉は、コリントの教会の人々には強烈に響いたのではないかと思います。イエス様自信の言葉として、初めてこう聞いたのです。「これはあなた方のための私の体である。私の記念としてこのように行いなさい。」「この杯は、私の血によって立てられる新しい契約である。飲むたびに、私の記念としてこのように行いなさい。」今までは、パウロを通しての言葉だったのだけれども、この言葉は、イエス様の直接の言葉です。これは私の体、この杯は私の血による契約。と言う言葉を聴いたのです。
この聖餐式のときの式辞の言葉を聴くとき、勘違いしてはいけないのは、このパンは私の体である。このぶどう酒は、私の血であると言っているのではないのです。このパンは私の体であるというのはまだいいとしても、このぶどう酒が、私の血であると言っているのではなく、この杯は、私の血による新しい契約である。と言っているのです。契約であることが大切なのです。すなわちパンを食するのはイエスキリストの体と一体になることであり、ぶどう酒を飲することは、新しい契約に入ることなのです。イエス様の血を代価とした、新しい契約に入ると言うことなのです。かつては、契約の有効性は律法を守ることによって成立しました。ですがそれは人間にとっては難しく、契約不履行の罪をいつも突きつけられていました。新しい契約においては、それは律法によってではなく、イエスキリストの愛によって成立しました。イエスキリストの贖いの血によって成立したのです。人間が契約不履行の罪をつきつけられることは、なくなったのです。聖餐式の杯は、そのような新しい契約であることを思い起こすべきです。
もうひとつ注意すべきことは、ふさわしくないままで主のパンを食べたり、その杯を飲んだりする者は、主の体と血に対して罪を犯すことになります。と言われていることです。この言葉に悩んで、聖餐式を受けなかったり、洗礼を受けなかったりする人さえいます。ふさわしくないとは聖餐に預かる人が、「主の体をわきまえない」ことを言います。その人に罪があるかどうかを問うているのではないのです。私は罪深いものだから聖餐にはふさわしくないと思っている人は、主の体の聖餐をきちんとわきまえているからそう言うのです。ですからそのような人こそ聖餐に預かるべきなのです。むしろ、ふさわしくないのは、自分には聖餐にあずかる権利があるとか、ふさわしくない者とは私のことではないと思っている人かもしれません。また、教会全体がキリストの体であることを認識せず、兄弟と仲たがいや、言い争いをして、兄弟たちと心をひとつにすることのできない人、兄弟と分かち合うことのできない人もふさわしくない人でしょう。教会は主の体であり、そのことをわきまえないで、分裂するものだからです。
そしてパウロは、主の晩餐をするときには、食べ物を互いに持ち合わせ、分かち合いなさいと言うのです。分け合う気持ちが忘れられている教会は、本当の教会ではないのです。本当のキリスト者は、他者が困っているときに、自分だけが楽をすることには耐えられないのです。重荷を担い合い、喜びを分かち合うことこそ、ひとつの体とされた教会であり、新しい契約の基に生きるクリスチャンなのです。
結

　人間は本来、男も女もお互いに依存しあう平等な存在であると、パウロは言いました。ですが、そこにあっても男は男らしく、女は女らしくあることを求めたのです。それは男が神の姿と栄光をあらわすものとなり、女は男の栄光をあらわすものとなりなさいと言うことでした。それが当時の秩序を守り、平和に生きる道だったのです。
　そして、主の晩餐では、イエス様の御言葉を与えてくれました。

このパンは、あなた方のための私の体である。この杯は、私の血によって立てられる、新しい契約である。と言う言葉でした。私たちは、パンを食することにより、主と一体となるのです。そして、杯を飲むことによって、律法的な契約ではなく、愛と許しの新しい契約に導かれたことを思い起こすのです。主の恵みに感謝したいと思います。
(一分間の祈り)(祈り)

天の父なる神様。今日もあなたの恵の下で、この小さな集会が与えられましたことを感謝いたします。私たちは男と女に作られましたが、それは互いに助け合い依存しあう存在です。ですがその中にあってもあなたの栄光をあらわし、男は男らしく、女は女らしく歩む幸いを与えてくださいますように。
　主の聖餐のための大切なことを教えられました。今まで、聖餐のパンと葡萄酒を、これはイエスキリストの肉、これはイエスキリストの血と思う気持ちのほうが強くありましたが、あらためて、パンはイエスキリストとのひとつの体、ぶどう酒は、イエスキリストの犠牲による新しい契約、と思いをいたすことができました。この新しい契約によって、私たちは、自分たちの義務履行の責任なしに主の恵に預かることができるものとなりましたことを感謝いたします。どうかこのことをいつも覚えつつ、聖餐の恵にもあずかることができますように。
　東日本大震災の復興の時期となり、日本国民がそれぞれ、負担を分かち合って、その復興に当たることになります。口では一つと美しいことを言う人々が、いざ負担を分かち合おうと言う具体的なことになると反対しだす人々が多くあります。主よどうか私たちが、分かち合い、助け合うものとなって、その負担をも共に背負うものとなることができますように導いてください。

この祈りを、主イエスキリストの御名によってお祈りいたします。アーメン
◆礼拝でのかぶり物

１コリ 11:2　あなたがたが、何かにつけわたしを思い出し、わたしがあなたがたに伝えたとおりに、伝えられた教えを守っているのは、立派だと思います。

１コリ 11:3　ここであなたがたに知っておいてほしいのは、すべての男の頭はキリスト、女の頭は男、そしてキリストの頭は神であるということです。

１コリ 11:4　男はだれでも祈ったり、預言したりする際に、頭に物をかぶるなら、自分の頭を侮辱することになります。

１コリ 11:5　女はだれでも祈ったり、預言したりする際に、頭に物をかぶらないなら、その頭を侮辱することになります。それは、髪の毛をそり落としたのと同じだからです。

１コリ 11:6　女が頭に物をかぶらないなら、髪の毛を切ってしまいなさい。女にとって髪の毛を切ったり、そり落としたりするのが恥ずかしいことなら、頭に物をかぶるべきです。

１コリ 11:7　男は神の姿と栄光を映す者ですから、頭に物をかぶるべきではありません。しかし、女は男の栄光を映す者です。

１コリ 11:8　というのは、男が女から出て来たのではなく、女が男から出て来たのだし、

１コリ 11:9　男が女のために造られたのではなく、女が男のために造られたのだからです。

１コリ 11:10　だから、女は天使たちのために、頭に力の印をかぶるべきです。

１コリ 11:11　いずれにせよ、主においては、男なしに女はなく、女なしに男はありません。

１コリ 11:12　それは女が男から出たように、男も女から生まれ、また、すべてのものが神から出ているからです。

１コリ 11:13　自分で判断しなさい。女が頭に何もかぶらないで神に祈るのが、ふさわしいかどうか。

１コリ 11:14　男は長い髪が恥であるのに対し、女は長い髪が誉れとなることを、自然そのものがあなたがたに教えていないでしょうか。長い髪は、かぶり物の代わりに女に与えられているのです。

１コリ 11:16　この点について異論を唱えたい人がいるとしても、そのような習慣は、わたしたちにも神の教会にもありません。

◆主の晩餐についての指示

１コリ 11:17　次のことを指示するにあたって、わたしはあなたがたをほめるわけにはいきません。あなたがたの集まりが、良い結果よりは、むしろ悪い結果を招いているからです。

１コリ 11:18　まず第一に、あなたがたが教会で集まる際、お互いの間に仲間割れがあると聞いています。わたしもある程度そういうことがあろうかと思います。

１コリ 11:19　あなたがたの間で、だれが適格者かはっきりするためには、仲間争いも避けられないかもしれません。

１コリ 11:20　それでは、一緒に集まっても、主の晩餐を食べることにならないのです。

１コリ 11:21　なぜなら、食事のとき各自が勝手に自分の分を食べてしまい、空腹の者がいるかと思えば、酔っている者もいるという始末だからです。

１コリ 11:22　あなたがたには、飲んだり食べたりする家がないのですか。それとも、神の教会を見くびり、貧しい人々に恥をかかせようというのですか。わたしはあなたがたに何と言ったらよいのだろう。ほめることにしようか。この点については、ほめるわけにはいきません。

◆主の晩餐の制定

１コリ 11:23　わたしがあなたがたに伝えたことは、わたし自身、主から受けたものです。すなわち、主イエスは、引き渡される夜、パンを取り、

１コリ 11:24　感謝の祈りをささげてそれを裂き、「これは、あなたがたのためのわたしの体である。わたしの記念としてこのように行いなさい」と言われました。

１コリ 11:25　また、食事の後で、杯も同じようにして、「この杯は、わたしの血によって立てられる新しい契約である。飲む度に、わたしの記念としてこのように行いなさい」と言われました。

１コリ 11:26　だから、あなたがたは、このパンを食べこの杯を飲むごとに、主が来られるときまで、主の死を告げ知らせるのです。
◆主の晩餐にあずかるには

１コリ 11:27　従って、ふさわしくないままで主のパンを食べたり、その杯を飲んだりする者は、主の体と血に対して罪を犯すことになります。

１コリ 11:28　だれでも、自分をよく確かめたうえで、そのパンを食べ、その杯から飲むべきです。
１コリ 11:29　主の体のことをわきまえずに飲み食いする者は、自分自身に対する裁きを飲み食いしているのです。

１コリ 11:30　そのため、あなたがたの間に弱い者や病人がたくさんおり、多くの者が死んだのです。

１コリ 11:31　わたしたちは、自分をわきまえていれば、裁かれはしません。

１コリ 11:32　裁かれるとすれば、それは、わたしたちが世と共に罪に定められることがないようにするための、主の懲らしめなのです。

１コリ 11:33　わたしの兄弟たち、こういうわけですから、食事のために集まるときには、互いに待ち合わせなさい。

１コリ 11:34　空腹の人は、家で食事を済ませなさい。裁かれるために集まる、というようなことにならないために。その他のことについては、わたしがそちらに行ったときに決めましょう。
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